「街をつくる建築」募集要領
(社)日本建築士会連合会会長　藤本　昌也
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（１）募集の趣旨

街の美しさや佇まいの好ましさはどこから来ているのでしょうか。

街路の構造や骨格的な緑による影響が大きいことは間違いありません。また、その都市が持つ歴史的な文化性も街の印象に大きく関わります。しかし、具体的に街の姿を決定づけているのは、街並みを形成しつつ時代とともに新陳代謝する沿道の建築物であり、その建築物から表出する個人や企業の生活や活動の表情です。

建築士は個人や企業からこの街の表情を作り込む仕事を委ねられています。大規模な開発事業の計画･設計では勿論ですが、一戸建て住宅の設計や小規模ビルの改修計画などにおいても、この点は変わりません。

これからのまちづくりの主要テーマは、地球環境問題と並んで地域アイデンティティーであるといわれています。私達建築士が「建築が街をつくる」という感覚を研ぎ澄まして日常の計画･設計活動に当たる時、望ましい地域アイデンティティーが見出され、あるいは新に紡ぎ出されて来るのではないでしょうか。

私達は、建築士が日常の計画･設計活動を通じて地域アイデンティティーに寄与する建築＜それを「街をつくる建築」と呼びます＞をつくることが、これからの時代に強く求められていると考え、様々な制約を乗り越えてその実現に成功した設計例を集積し、建築士会会員に広く情報を共有してもらうためのテキストを編むことを決定しました。

つきましては、「街をつくる建築」の具体事例を、以下の要領に従い奮ってご応募下さいますようお願いします。

（２）応募資格：建築士であること。ただし、建築士会会員でない者が応募する場合は会員（１名以上）の推薦を要します。
（３）応募対象

ａ 現実に実施された建築物の計画･設計（アイデアのみの計画･設計は対象としません）

ｂ 敷地面積が概ね3000㎡以下の建築物の計画･設計

ｃ (4)に示す設計活動カテゴリー「Ａ」及び「Ｂ」について積極的に語るべき内容のある計画･設計
ただし、｢Ｂ｣については、特記すべき内容がない場合は｢Ａ｣のみでもよい。
ｄ 竣工が199５年以降の建築物の計画･設計

（４）設計活動カテゴリー

Ａ 設計の視点（当該設計がどのような意味で「街をつくる建築」といえるか）
	設計の視点
	具体例

	街の生活空間を計画する
	街に寄与する空間計画／敷地を繋ぐコミュニティー空間／
沿道空間の計画／広場状空地の計画など

	地域の街並み・景観づくりに貢献する
	街の風景に溶け込む建築／周辺と呼応するデザイン／スケール感の継承／色合わせ／街の景観に参加する建築など

	地域環境を改善・向上する
	地形や既存樹を包摂する計画／樹木の保全や移植／微気候を活用した計画／自然エネルギーの活用など

	地域の資源・資産を活用する
	地域資源で作る建築／地域に特徴的な敷地条件の活用（川や運河に面する、丘陵地など）／物語性の発掘／増改築で蘇る建築の魅力など

	地域の歴史を継承する
	伝統建築の継承／地割などの継承／地域の見えない空気感・風情の顕著化／場の持つ力を生かした建築／路地型建築など

	その他 ＊
	


Ｂ 実現の背景（当該設計が実現した背景、要因として特筆すべきは何か）
	実現の背景
	具体例

	周辺を巻込むことができた
	隣接する建築やその設計者との共同／周囲との協議話／建築協定や地区計画などとの奮闘記録　など

	施主の理解が得られた
	施主の役割／施主との奮闘記録／施主との出会い話しなど

	地域性や敷地条件に恵まれた
	気候や風土などの地域性／特徴的な敷地の説明／場所のインスピレーションやヒント／地場産業との関わり／伝説　など

	制度を弾力的に活用できた
	法制度との奮闘や改善提案／デザインコードなどへの働きかけ／担当公務員との協働　など

	その他 ＊
	


＊「その他」に該当する場合は、応募書類様式①の中で「設計の視点」または「実現の背景」を具体的に記述すること
（５）提出物

様式①及び様式②にそれぞれ必要事項を記載の上ご提出下さい。

１）様式①

２）様式②

次のａ～ｄをＡ3版（縦使い）2枚以内に適宜レイアウトして下さい。また、各葉の左上隅に名称（建築名、プロジェクト名等）を記入の上、厚さ５㎜程度の裏打ち材に貼付して下さい。
ａ 計画･設計意図説明書：当該設計がどのような意味で「街をつくる建築」といえるかについて、具体的に説明したもの。概念図等を用いて、当該設計によって実現した空間とその空間の実現手法＊を記して下さい。
（＊ 「実現手法」とは、意図した計画･設計上の狙いが具体化する上で効果を発揮したと思われる設計技法を指します）
ｂ 設計実現背景 説明書：当該設計が実現した背景や要因について、具体的に説明したもの。できるだけ図や写真を用いて記述して下さい。
ｃ 完成写真及び配置図等：計画･設計意図を表現できる完成写真（数点）及び配置図、一階平面図等。写真、図面には適宜にキャプションを付けて、計画･設計意図等の説明をして下さい。
このキャプションによって、ａ及びｂを兼ねても差し支えありません。

ｄ 建築概要：所在地／用途地域／敷地面積／建物用途／構造・階数／延べ面積
（６）提出先

建築が存在する場所の各建築士会

（７）応募設計の取扱い

・各建築士会内の選考会において５点以内に絞込み、連合会に送付されます。
・連合会に送られたものについて選考委員会で審査し、設計活動カテゴリーとの関連を考慮し相当数を「街をつくる建築」として選定します。

・提出物の返却は致しません。

（８）関係者の承諾
「街をつくる建築」として選定された設計については、「街をつくる建築集」（仮称）に収録します。その際、建築主、写真提供者等関係者に対する収録承諾をお願いすることになります。また、一部資料の追加等をお願いすることがあります。

（９）募集期間

平成20年9月10日～11月30日

ただし、10月10日を第一次締め切りとし、それまでに応募された計画･設計については10月25日に開催される全国大会会場内に展示する予定です。
（10）｢街をつくる建築集｣（仮称）について

・出版社から市販図書として刊行する予定です。

・収録対象は、(7)の手順で選定されたもののほか、選考委員会が別途推薦した計画･設計（10例程度）とします。

・収録された計画･設計の応募者には一定部数を贈呈します。

・出版物の活用としては、各建築士会及び連合会関係委員会でのさまざまな場面での活用のほか、自治体関係者･大学関係者等にも活用を働きかける予定です。
（11）選考委員会

連合会の選考委員会は、下記のメンバーで構成します。
1 制度委員会まちづくり制度部会委員

藤本　昌也（（社）日本建築士会連合会会長）

柳沢　　厚（（株）C－まち計画室代表）

柴田　知彦（（株）柴田知彦・柴田いづみ・ﾌﾟﾗｽ・SKM設計計画事務所代表取締役）

鈴木　伸治（横浜市立大学准教授）

津島　暁生（（有）津島デザインスタジオ主宰）
豊永　信博（熊本市企画財政局総括審議員・政令指定都市推進室長）
野澤　千絵（東洋大学工学部建築学科准教授）
松本　　昭（国分寺市都市建設部都市計画課長）
村上美奈子（（株）計画工房主宰）
関連委員会からの推薦者（各1名）
　 まちづくり委員会
女性委員会
青年委員会
様式①
	応募者
	氏名　               住所

e-mail                     tel

	

	建築計画の概要
	名　　称
	（建築名、プロジェクト名等）

	
	敷地所在地
	

	
	敷地面積
	

	
	敷地の特徴
	

	
	周辺状況
	

	
	用途地域等＊１
	　　　　　　　地域／容積率　　　　／建ぺい率



	
	建物規模等
	延べ面積　　　　（実容積率　　　法定容積率　　　）／高さ

建築面積　　　　（建蔽率　　 　）／階数　　　／構造

	
	建物用途
	

	
	建築主＊２
	

	設計活動カテゴリ
	設計の視点

＊３
	街の生活空間を計画する／地域の街並み・景観づくりに貢献する

地域環境を改善・向上する／地域の資源・資産を活用する

地域の歴史を継承する／その他（　　　　　　　　　　　　　　）

	
	実現の背景

＊３
	周辺を巻込むことができた／施主の理解が得られた

地域性や敷地条件に恵まれた／制度を弾力的に活用できた

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	（周辺を含めた写真=様式②中の写真と重複可）


＊１ 高度地区、風致地区、地区計画等の都市計画が定められている場合は、その主な内容も記入して下さい。
＊２ 差し支えなければ記入して下さい。
＊３ 該当するもの（複数可）を○で囲んで下さい。「その他」の場合はその内容を記入して下さい。
（　　別　　　紙　　）

















